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  津和野町立津和野小学校 
 

〒699-5604 島根県鹿足郡津和野町森村ロ 104  

TEL（0856）72-0193 080-1635-4669(発信専用番号) 

FAX（0856）72-1435              

e-mail: tsuwano-syo@tsuwano.net 
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地域の概要 

・津和野町は島根県の最西端に位置し、山口県に隣接している。面積は 307.03 ㎢、町の木はくすのき、町の花は

つわぶきである。周囲に山をめぐらし、東に青野山、西に城山をいただき、校区の中央には鯉の泳ぐ錦川の清

流があり、風光明媚な城下町である。 

・永仁 3 年(1295 年)吉見頼行が三本松城を築き、吉見氏 14 代、坂崎出羽守 16 年、亀井氏 11 代(250 年)の治城で

あった。明治 22 年町制が実施され、平成 17 年 9 月、隣接していた日原町と合併（新設合併）し、新たに津和

野町となった。校区内には津和野中学校、津和野高等学校、保育園 3 園、津和野公民館、小川公民館、畑迫公

民館がある。 

・津和野町は森鴎外、西周等、幾多の先哲を輩出した歴史を持つ文化の町である。また、鷲原八幡宮(国指定重要

文化財)、旧堀氏庭園(国指定名勝)、津和野城下の後田の橋北地区(国の重要伝統的建造物群保存地区)、祇園際

の中で街中を練り歩く鷺舞(国の重要無形民俗文化財)など、多くの指定文化財がある。令和４年には「鷺舞」が

ユネスコの世界文化遺産に登録された。 

・地域の教育に対する関心は高く、学校に協力的である。津和野町学びの協働推進事業等により、「地域総ぐるみ

によるひとづくり」「０歳児からのひとづくり事業『まち全体が学びの場』」が進められている。 

 

学校の沿革                     学校施設の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

M.06 学制により広小路小学校開校（津小のはじめ） 

M.12 広小路小学校を森町小学校と改める 

M.17 森町小学校を津和野小学校と改める 

M.25 学校名を津和野尋常高等小学校と改める 

S.16 学制改革により津和野町津和野国民学校と改める 

S.22 学制改革により津和野町立津和野小学校と改める 

S.38 笹山小学校を本校に統合 

   鉄筋コンクリ-ト校舎 第三・四期 給食調理室完成 

S.39 小川・直地小学校を本校に統合 

S.44 屋内運動場竣工 

   特別教育活動文部省研究指定校（S.44～S.45） 

S.48 開校１００周年記念式典挙行 

S.49 言語障害学級開設 

S.52 音楽（重唱の部）文部大臣表彰受賞 

S.55 島根県健康優良学校県一受賞 

S.60 同和教育文部省研究指定校（６０年～６１年） 

S.61 コンビネ－ション遊具設置 

S.63 鹿足郡学校教育研究大会会場 

H.07 校舎改築竣工 言語障害学級、通級指導教室となる 

H.08 道徳教育文部省研究指定校（８年～９年） 

H.11 島根県道徳教育研究大会（津和野大会授業公開） 

H.12 空き教室に共同作業所「つわぶきの里」開所 

H.14 空き教室に「放課後児童クラブ」開所 

H.15 学力向上フロンティア事業指定校（１５年～１６年） 

H.16 放課後学力向上支援事業指定校（１６年～１７年） 

H.17 県国語教育研究大会鹿足大会会場 

H.18 名賀小学校を本校に統合 

H.20 島根県教育研究大会（県教研）会場 

H.22 プール更衣室・プールサイド等改築 

H.23 体育館耐震工事 

H.24 畑迫小学校を本校に統合 

人権教育文部科学省研究指定校 

H.25 人権教育文部科学省研究指定校 

H.30 全教室エアコン設置 

R.1  中国地区小学校特別活動研究大会 

R.2  新型コロナウィルス感染症拡大防止のため臨時休校 

プール改修完了 

R.3  学校図書館活用教育研究事業指定校 

   津和野町小学校体育大会（津和野小にて開催） 

(1) 学校位置 

東経 131°83″ 北緯 34°54″ 

海抜 159ｍ 

 

(2) 施設の状況 

建物敷地面積 6,195 ㎡ 

校 舎 面 積 3,945 ㎡ 

普通教室 ９ 537.00 ㎡ 

特別教室 ９ 840.00 ㎡ 

多目的ホール 168.75 ㎡ 

ランチルーム 300.00 ㎡ 

屋内運動場  704.00 ㎡ 

運動場面積  9,673 ㎡ 

水泳プール  1,549 ㎡ 

城山探索（３年） 

 間伐体験（５年） 



職員一覧  

 

氏 名 校 務 氏 名 校 務 

北野 憲民 校長(総括) 石川嘉知子 校務技師 

大畑  崇 教頭(総務)  不登校対応 齋藤  都 特別支援教育学習支援員 

藤田美早季 1 年担任 人権・同和教育主任 道徳推進教諭 瀧谷 英子 特別支援教育学習支援員 

森川 陽輝 2 年担任 環境美化 田中 亜希 特別支援教育学習支援員 

河野 朋樹 3 年担任 体育主任 長嶺眞由美 特別支援教育学習支援員 

村上 悠史 4 年担任 研究主任 特別活動主任 細坂加洋子 特別支援教育学習支援員 

三浦  和 5 年担任 司書教諭 学力向上 植田 香織 学びのサポーター 図書館司書 

児玉奈歩子 6 年担任 生徒指導主任 永田鈴々江 給食補助 

柳井 裕美 つわぶき担任 特別支援教育部主任 宮藤みどり スクールカウンセラー 

米田 涼帆 しらさぎ担任 松本 潤子 スクールソーシャルワーカー 

岩田 大輝 通級指導教室 学校安全 ブラッド フィリンギム ALT 

上山 史子 専科 教務主任 野村 リサ 英語コーディネーター 

中岡 佳祐 専科 市川 鮎美 育児休業中 

仁平  凜 養護教諭 保健主事 給食主任 齋藤 理沙 育児休業中 

長本 法恵 事務リーダー 柿田  彩 育児休業中 

伊藤 由香 にこにこサポートティーチャー   

 

令和８年度 津和野小学校 学校運営方針 

 

校訓  

         明るく    強く    正しく    仲よく       

学校教育目標 

「未来を創る つわのっ子」の育成 
 

目指す児童像（育成したい児童の姿） 

ともに○つくる子      ○わたしから よりそう子       ○のびる子 

小学校最終段階での行動指標（評価の指標） 

ともに○つくる子 

自分と社会をつなげる力 

○わたしから よりそう子 

自分と他者をつなげる力 

○のびる子 

自分と自分をつなげる力 
自分の考えや気持ちを分かりやすく伝えるととも 
に、自分と違う意見や考えを正しく受け止めるこ 
とができる。           【対話力】 

 

自分で善悪の判断をし、周囲の人と安心して暮ら
すことができるように行動する。  【規範意識】 

自分自身の生活や生き方について、自分の意思や 
願いを大切にして、自分で決めることができ、自 
分で決めたことには責任を持つことができる。 

【主体性・当事者意識】 
自分と他者の意見や考えの違いを正しく理解した
上で、より良いものを生み出すことができる。 

【合意形成】 

相手の言動に注意を向け、他者の気持ちや思いを
理解して、その気持ちや思いに共感することがで
きる。              【他者理解】 

自分で目標を立て、達成に向けて学習方法やスケ 
ジュールを調整し、自己観察・コントロールしな 
がら取り組み、その過程を振り返って次に活かす 
ことができる。         【自己調整力】 

学級、学校、あるいは地域の全体のためになるこ
とを、進んで取り組むことができる。 
                【社会貢献】 

相手の思いや場面の様子を感じて、相手のために
なるような言葉がけをしたり、行動をしたりする
ことができる。          【他者貢献】 

自分の気持ちの変化に、向き合い、自分に合った
適切な方法で、気持ちを切り替えることができる。      

【レジリエンス】 

令和 8年度の取組の重点 

ともに○つくる子 ○わたしから よりそう子 ○のびる子 

・キャリアパスポートを活用した振り返りの充実 

・いろいろな運動に意欲的に取り組めるための工夫 

・運動会など全校で取り組む行事での話し合いの場の工夫 

・そうじを最後まで丁寧に取り組むための工夫 

・学習発表会、宿泊学習時の見取りとフィードバック 

・「あったかハート」の継続と進化 

・みんなのためになるような委員会活動におけるイベントや常時活動 

・特別支援学級や様々な学びの場についての理解・啓発 

・中間マラソン、なわとびでの励まし合い 

・各種学校行事での見取りとフィードバック 

・QUを生かした子ども理解と学級経営の充実 

・中間マラソン・なわとびを活用した体力向上の取り組み 

・基本的生活習慣を意識した生活 

・各行事での見取りとフィードバック 

・学力調査の結果をもとに努力目標決定をするための工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標に込めた思い・願い 

〇目標は教職員だけのものでなく、子ども達や保護者、地域の皆さんとも共有したい（合言葉に） 

〇子ども達も教職員も共に未来に向かって成長する津和野小を創りたい（人格の形成と人材育成） 

〇なりたい自分を明確にし、夢や目標に向かって努力する力をもった子ども達を育成したい（自己実現） 

〇多様な人と協働して、自分たちの未来や社会をともに創ることのできる力をつけたい（多様性の理解） 

〇その未来や社会は、自分も幸せ、周りの人も幸せな未来や社会であってほしい（未来・社会の形成者） 

〇そのために、大人になっても学び続ける人を育成したい（自立した学習者の育成） 

〇つわのっ子が自分たちの未来や社会を自分たちの手で創ることができる力を身につけることを津

和野小の子ども達・教職員の目標とする。 

 

 

 

 

 

 

  平和学習（６年）  さといもプロジェクト（４年） 



 

在籍児童数 

 

R8 児童在籍数

児童数

男 女 合計

１組 1 0 7 1 7 5

つわぶき 0 1 1 1

しらさぎ 2 0 2 1

１組 8 4 1 2 8

しらさぎ 2 1 3 0

１組 4 1 0 1 4 6

しらさぎ 1 1 2 2

１組 1 3 4 1 7 1 4

つわぶき 1 0 1 1

１組 9 8 1 7 1 7

つわぶき 0 1 1 0

しらさぎ 1 0 1 1

１組 7 4 1 1 1 1

つわぶき 1 0 1 1

総計 5 9 4 1 1 0 0 6 8 1 0 0

4 年

5 年

6 年

1 8

1 9

1 2

3 年 1 6

2 0 2 6 年4 月1 日

学級 Ｐ数 学年 

2 年 1 5

1 年 2 0

 
 

校舎配置図 

R8教室配置図

 


